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【目的】 

これまで我々は静岡県伊豆赤沢,沖縄県久米島,

および富山県滑川の海洋深層水から放線菌
（１），乳酸菌（２）及び酵母（３）をそれぞ
れ分離し,それらの諸性状を明らかにしてきた.本
演題では新たに鹿児島県甑島,新潟県佐渡市,およ
び三重県尾鷲市の海洋深層水から有用微生物の
探索を行い,その諸性状を明らかにすることを目
的とした. 

【方法】 

2024 年 8 月から 9 月にかけて甑島,佐渡市及び
尾鷲市の取水設備に赴き,海洋深層水の懸濁物除
去に設置されている使用済みのフィルター
（Y.S.FILTER,YSYP-3P-750, 3μm）のフィルタ
ーを入手するとともに,新たに購入したバッグ状
フィルター(0.5μm,アズワン, 3-8939-01)を持ち込
んで,海洋深層水の濾過を行い,フィルター上に微
生物を捕集した.これらのフィルターを冷凍状態
で持ち帰り,解凍後,フィルターを底部から約 3cm

四方の大きさに無菌的に切り取り,さらに細かく
裁断したのち,滅菌した少量の海洋深層水中に懸
濁した.この懸濁液を以下の３つの分離培地に塗
抹し,培養した.放線菌分離には ISP-4 寒天培地
（27℃,4 週間）,乳酸菌分離には MRS 寒天培地
（37℃,1 週間）,また酵母分離には YPD 寒天培
地（27℃,1 週間）をそれぞれ用いた.得られた分
離株はライブラリー構築のために,-80℃の超低温
で実験に供するまで保存した.この海洋深層水由
来微生物ライブラリーの中から海洋細菌および
放線菌について,生物活性物質の探索を進め,新奇
な化学構造を有する化合物の取得を目指す.本研
究で用いる評価系を右図に示した.なお,活性が確
認された微生物培養液は,LC-MS/MS などを用い
て既知化合物が含まれている可能性を調査し,他

の評価系の結果と比較することで,効率よく新し
い低分子化合物を探索する.得られた有望株は,分
類学的性状を明らかにするとともに大量培養を
行い,培養液から,各種クロマトグラフィー,高速
液体クロマトグラフィーなどを駆使し,目的物質
を単離・精製する.単離・精製された化合物は,各
種分析機器 (質量分析や核磁気共鳴スペクトル
NMR など) の解析を行い,立体構造を含めた化
学構造を明らかにする. 

海洋細菌および放線菌培養液の評価系 

また,乳酸菌については地域の特産物を乳酸発酵

し,得られた発酵物についてαグルコシダーゼ阻

害活性を測定するとともに健康食品や化粧品な

どへの応用を検討する.酵母はエタノール耐性や

糖の発酵性などを調べたのち,地元の特産品とコ

ラボしたパンなどの試作に最適な株を選抜する. 

【結果および考察】 

現時点ではこれら３つの取水設備からの分離
株のライブラリーを構築中であり,ある程度の数
がそろった時点で順次分離株の培養液について
活性測定を行う予定である. 
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